
（お知らせ） 

 

令和４年１１月１８日 

防 衛 省 

 

１．北朝鮮が、本日１０時１４分頃、平壌近郊から、１発のＩＣＢＭ

級弾道ミサイルを、東方向に発射したことを受け、防衛省・自衛隊

は、航空自衛隊第２航空団所属のＦ－１５、航空救難団所属のＵ－

１２５Ａ及び海上自衛隊第２航空群所属のＰ－３Ｃを発進させ、

被害情報の収集を行いました。 

 

２．その際、Ｆ－１５は、今般発射された弾道ミサイルに関連してい

ると推定されるものを空中で確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 防衛省ホームページでは、Ｆ－１５が撮影した動画も公開しています。 

今般発射された弾道ミサイルに関連していると推定されるもの 


